
















博士後期課程3 年  小高 佐友里 
  
本研究では，スクールカウンセラ （ー以下SC）にとっての予防教育の意義を検討することを目的とし，予防的な関わり







キーワード : スクールカウンセラー（school counselor），心理教育的援助サービス（psycho-educational services），ユニバー



































































































































































協力者 性別 経験年数 資格・免許 予防的取り組みの内容
A 女 2年目 　臨床心理士，教員免許 「思春期の気持ちの発達について」の授業（中1・４クラス）
B 男 7年目 　臨床心理士 グループエンカウンターの実施（小1～小6・単学級全学年）
C 男 8年目 　臨床心理士，教員免許（経験あり） 「ストレスへの対処方法について」の授業（中1・4クラス）




















































































Table 4 抽出された10パターン 
 
パターンの交差 「交差シート」を用い，取り出された10のパターンをそれぞれ交差させた。交差とは，パターン1の前






















   P1※1 問題が表面化しないように ／ 事前に準備しておくのが予防である
P2 知識を伝えるというよりも ／ 孤独ではないという安心感を伝えたい
P3 子どもたちそれぞれの思いを受け止め ／ その子なりの成長を後押ししていきたい
P4 困ったときはいつでも話せる場所があることを ／ 子どもたちに伝えたい
P5 子どもたちとのやり取りを通して ／ SCが校内で認知されたことを実感した
P6 小学校から中学校に ／ SCとの関係がつながっていく
P7 予防的な取り組みは目に見える効果や関係の深まりに ／ 直接的に作用しない
P8 面接以外にも活躍できる場所があることが ／ SCとしての自信や喜びにつながる
P9 授業を媒介とした協働作業を通して ／ SCが学校の一員として機能していく





















授業は子どもと SC をつなぐ（直接やり取りするという共同作業を通して） 
→ SC とのつながりは子どもたちの孤独をほぐし安心をもたらす 
 
授業は教員と SC をつなぐ（授業を作るという協働作業を通して） 
→ 一人職場の SC は孤独な立場（；外部性が保たれていることが大切） 
→ 面接だけではない，学校の一員になれたという SC の自信を支える。教育と心理が折り合っていくためには対等な立場での協働が必要
である。その際，指導案を作成するという過程を通して教員と SC をつなぐ共通言語を持つことで，対等な立場で協働することができる。
孤独な立場である SC が教員に受け入れられる（同じ視点で一緒に取り組む）ことは，SC の安心（自己効力感から自信）につながる。 
…子どもと SC，先生と SC→こうして学校でのそれぞれの関係がつながっていく 
 
授業は子どもと教員と SC をつなぐ 








用語 よるべなさ よすが 空中に浮かぶ眼 
抽出されたパターン
　 P1※1 × 　  P10※2 問題が表面化しないように予防的な視点を学校が持つ必要がある
P2 × P6 子どもたちへの細やかな声かけや配慮は長期的に作用していく
P3 × P7 小学校から中学校にわたるSCの支援が安心につながる
P5 × P2 授業を通して幅広く子どもたちの成長を支えていくことができる
P6 × P2 授業を通して子どもたちとSCの関係が繋がっていく
P6 × P9 やり取りは孤独をほぐし安心感を与える
P9 × P3 学校段階を越えてSCがチームの中で機能していく
P9 × P5 授業はSCと教員と子どもをつないでいく
交差のパターン











い，その結果，新たに A:「よるべなさ」，B：「よすが」，C：「空中に浮かぶ眼」の 3 語（ターム）を選定した。その際，
手がかりとなったのが，文字化資料を読み進める中で，筆者が感じた SC が学校に入った際に感じる“居心地の悪さ”と
いう感覚であった。 
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付記 
本論文は，教育実践学会第26回大会（2018年12月2日）で口頭発表した内容について，データを再分析し加筆修正したものです。本
論文の執筆に際し，分析のガイドをしてくださった法政大学現代福祉学部臨床心理学科の末武康弘先生並びに，TAEの実施方法について
ご意見をいただいた開智国際大学国際教養学部の得丸さと子先生に心より感謝いたします。また，論文の構成につきましては法政大学文
学部心理学科の渡辺弥生先生，同じく法政大学文学部心理学科の吉村浩一生先生にご助言をいただきました。最後に，お忙しい勤務の中，
貴重なお時間をいただき，インタビューにご協力いただいたスクールカウンセラーの先生方に厚く御礼申し上げます。 
